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あ
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「
イ

ン
チ
キ
内
職
」
の
被
害
を
防
ぐ

手
帳
を
委
託
者
か
ら
交
付
し
て
も
ら
う

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

毎月 1日・ 16日発行

“市葬"として、 2月25日市民会館で執り行去る 2月 4日急逝された故石井泉市長の葬儀が

(関連記事 6・7ページ)われました。
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い
ま
ち
に
し
ま
す
。

「市民と市長の日」は中止

毎月 1日に行われていま した 「市民

と市長の 日」は、当分の間休ませてい

ただきます。ご了承ください。

農地問題相談日

「農地問題相談」を4月1日(刻午前
8時30分から午後5時ま で、市役所2
階農業委員会事務局で行います。お気

軽におでかけください。
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継続事業主体の骨格型予算
57年度
予算案

三
月
定
例
市
議
会
が
、
三
月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
当
日
は
市
長

職
務
代
理
者
で
あ
る
永
野
助
役
が
提
出
議
案
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

今
回
の
市
議
会
は
、
三
月
十
二
日
ま
で
十
二
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
、

四
十
七
議
案
が
提
案
・
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
は
「
昭
和
五
十
七

年
度
上
田
市
一
般
会
計
予
算
案
」
、
東
塩
田
保
育
園
が
新
年
度
か
ら
開
園
す

る
こ
と
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
「
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
案
」
、
常
国
会
館

跡
に
防
災
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
制
定
さ
れ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定
」
な
ど
で
す
。

五
十
七
年
度
一
般
会
計
予
算
案
は
、
石
井
市
長
が
急
逝
さ
れ
た
た
め
、

継
続
事
業
を
主
体
と
し
た
。
骨
格
型
予
算
。
と
な
り
、
予
算
総
額
は
前
年
度

比
二

・
九
%
減
の
百
六
十
八
億
七
千
五
百
七
十
二
万
六
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

を
進
め
て
い
る
東
塩
田
保
育
園
が
完
成

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
設

置
を
定
め
新
年
度
か
ら
開
園
し
た
い
と

区 分 昭和56年度 昭和57年度 前年対比

一般会計 17，388，393r l斗 r'I'1 
97.1 % 16，875，726 

土地取得事業 261，000 281，000 107.7 

塩田有線放送電話事業 39，213 40，684 103.8 

ヰ寺 国民健康保険事業 3，329，096 3，537，494 106.3 

思リ 交通災害共済事業 25，608 25，738 100.5 

業iiι ¥ 
福祉事業センタ一事業 117，828 125，176 106.2 

産 院 事 業 202，371 215，372 106.4 

iヱ〉ス、 農業共済事業 203，782 9，663 4.7 

5十 同新和地区住宅 417，982 410，004 98.1 
築資金等n付事業
公共下水道事業 1，470，242 1，215，426 82.7 

iロk 目十 6，067，122 5，860，557 96.6 

当初予算(案)昭和57年度

提案説明する永野助役(右)

条
例
の
制
定
・
改
正
・
廃
止

マ
上
田
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
国
民
健
康
保
険
助
産
費
の
国
庫
補
助

に
係
る
交
付
要
綱
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
助
産
費
の
引
き
上
げ
を

行
い
、
三
月
一
日
か
ら
適
用
し
た
い
と

い
う
も
の
で
す
。

マ
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例
の

一
部
改
正

マ
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正

地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
活
動
の
場

と
し
て
活
用
を
図
る
た
め
、
建
設
中
の

石
井
光
一
さ
ん
(
市
内
大
手
二
丁
目
)

か
ら
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
基
金
の
増
額
を
図
り
、
ご
意

向
に
そ
っ
て
目
の
不
自
由
な
方
々
の
た

め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
も
の
で
す
。

マ
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

若
葉
保
育
園
及
び
か
し
わ
保
育
園
の

老
朽
化
に
伴
い
、
両
国
を
統
合
し
建
設

塩
尻
地
区
公
民
館
が
完
成
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
設
置
を
定
め
た

い
と
い
う
も
の
で
す
。
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議 入 歳 出

干ヰ 目 56年度 57年度 :織成比 伸長率 千ヰ 目 56年度 57年度 ;情成比 伸長率

1 市 税 6，985，833川 7，933，944"'! 47.~ 113.g 1 議 ~ 'f'l 213，438川 218 ， 899'山1.~ 102 .~ 

2 1也方議与税 155，000 200，000 1. 2 129.0 2 総 務 'f'l 1，546，522 1，891，830 : 11.2 122.31 

3 自動車取得税交付金 101，000 80，000 0.5 79.2 3 民 生 費 4，481，032 4，246， 197 : 25.2 94.8 

4地方交付税 1，810，000 2， 100，000 12.5 116.0 4 f街 生 'fll 811，930 987，097 : 5.9 121.6 

5 あ厳封す鍋寺別交付金 13，000 10，000 0.1 76.9 5労 働 I鐙 329，063 278，202 1.6 84.5 

6 分担金及び負担金 543，319 932，289 5.5 171.6 6農林水産業費 1，584，829 1，701，352 10.1 107.4 

7使用料及び手数料 205，603 220，234 1. 3 107.1 7 商 工 資 1，750，196 1，522，983 : 9.0 87.0 

8国庫支出金 2，407，757 2，095，836 12.4 87.0 8 土 木 費 2，626，591 1，936，674 11 .5 73.7 

9 県 支出金 914，860 757，545 4.5 82.8 9 i肖 防 費 340，772 560，212 3.3 164.4 

10財産収入 185，472 158，019 0.9 85.2 10教 育 費 2，518，042 2，060，500 12.2 81.8 

11寄 附 金 9，463 3，268 0.0 34.5 11公 {貨 w 1，180，978 1，453，389 8.6 123.1 
12繰 入 金 253，596 3，754 0.0 1.5 12予 f庸 志良 5，000 5，000 0.0 100.0 

13繰 越 金 50，000 50，000 0.3 100.0 13災害復旧費 。 13，391 : 0.1 

14諸 収 入 1，661，490 1，457，737 : 8.6 87.7 

15市 f責 2，092，000 873，100 5.2 41. 7 

歳入合計 17，388，393 16，875，726 ;100.0 97.1 歳出合計 17，388，393 16，875，726 ;100.0 97.1 

一般会計当初予算(案)

だえつー (3)一一一昭和57年 3月16日 広報

昭和57年度

を
進
め
て
い
る
東
塩
田
保
育
園
が
完
成

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
設

置
を
定
め
新
年
度
か
ら
開
国
し
た
い
と

い
う
も
の
で
す
。

マ
上
田
市
農
業
共
済
条
例
の
廃
止

農
業
の
多
様
化
が
進
む
中
で
、
農
業
災

害
補
償
制
度
の
機
能
を
拡
充
強
化
し
、

農
業
共
済
事
業
の
適
正
か
つ
効
率
的
な

運
用
を
行
う
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
・
県
の
指
導
の
も
と
に
上
小

地
域
の
市
町
村
で
行
わ
れ
て
い
る
農
業

共
済
組
合
並
び
に
農
業
共
済
事
業
を
広

域
合
併
し
て
、
上
小
農
業
共
済
組
合
を

設
立
し
ま
す
の
で
、
農
業
災
害
補
償
法

第
八
十
五
条
九
の
規
定
に
基
づ
き
、
上

田
市
農
業
共
済
条
例
を
廃
止
し
た
い
と

い
う
も
の
で
す
。

マ
上
田
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
改
正

非
常
勤
消
防
団
員
な
ど
及
ぴ
そ
の
遺

族
に
対
す
る
損
害
補
償
の
充
実
を
図
る

た
め
、
障
害
補
償
年
金
の
差
額
一
時
金

及
び
前
払
一
時
金
に
つ
い
て
の
制
度
を

創
設
し
、
あ
わ
せ
て
遺
族
補
償
年
金
に

係
る
規
定
の
整
備
を
行
い
た
い
と
い
う

改
正
で
す
。

マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
条
例

の
制
定

災
害
時
に
備
、
え
て
の
資
機
材
の
備
蓄

と
地
域
住
民
の
連
帯
意
識
に
基
づ
く
自

主
防
災
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、
常
国

会
館
跡
地
に
建
設
し
て
い
る
東
部
地
区

防
災
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
定
め
た
い
と

い
う
も
の
で
す
。

マ
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例
の

一
部
改
正

マ
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正

地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
活
動
の
場

と
し
て
活
用
を
図
る
た
め
、
建
設
中
の

若
葉
保
育
園
及
び
か
し
わ
保
育
園
の

老
朽
化
に
伴
い
、
両
園
を
統
合
し
建
設

塩
尻
地
区
公
民
館
が
完
成
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
設
置
を
定
め
た

い
と
い
う
も
の
で
す
。

般
会
計
の
主
な
内
容

一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
百
六
十
八

億
七
千
五
百
七
十
二
万
六
千
円
で
前
年

当
初
対
比
九
七
・
一
%
、
五
億
千
二
百

六
十
六
万
七
千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
石
井
市
長
の
急
逝
に
よ

り
新
規
施
策
を
除
き
義
務
費
、
経
常
費

及
び
継
続
事
業
な
ど
の
砂
骨
格
型
予
算
H

と
し
た
た
め
で
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

科
目
に
お
け
る
収
入
可
能
額
を
見
込
ん

で
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
前
年
当
初
と

対
比
し
て
、
市
税
、
地
方
譲
与
税
、
地

方
交
付
税
並
び
に
分
担
金
・
負
担
金
を

増
額
計
上
し
た
ほ
か
は
、
い
ず
れ
も
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
歳
出
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

*
総
務
費

年
間
所
要
経
費
の
ほ
か
、
自
治
会
に
お

け
る
共
同
集
会
施
設
の
新
設
改
修
費
、

閉
じ
く
敷
地
購
入
費
、
防
犯
灯
の
新
設
、

防
犯
灯
の
電
気
料
補
助
金
な
ど
に
つ
い

て
年
間
見
込
額
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
塩
田
、
川
西
地
区
に
対
す
る
県

営
水
道
料
金
差
額
補
助
金
、
電
算
の
本

稼
動
に
伴
、
っ
パ
ン
チ
委
託
料
、
使
用
料

な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

*
民
生
費

継
続
事
業
と
な
っ
て
い
る
報
恩
寮
の

改
築
工
事
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
債

務
負
担
分
九
千
五
百
三
万
円
の
ほ
か
、

新
年
度
に
お
い
て
東
寮
改
築
と
ソ
ー
ラ

ー
シ
ス
テ
ム
工
事
を
そ
れ
ぞ
れ
補
助
対

象
事
業
と
し
て
組
み
入
れ
、
そ
の
他
の

付
帯
工
事
と
あ
わ
せ
て
一
億
四
千
八
百

三
十
三
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
ほ
か

に
身
体
障
害
者
を
は
じ
め
、
老
人
、
母

子
、
児
童
福
祉
な
ど
の
扶
助
料
な
ど
年

間
所
要
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
衛
生
由
貿

上
小
衛
生
施
設
組
合
、
上
回
市
・
真

田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合
な
ど
四
つ

め
一
部
事
務
組
合
負
担
金
に
つ
い
て
年

間
分
を
一
括
計
上
し
た
の
を
は
じ
め
、

ご
み
や
危
険
物
の
収
集
委
託
料
な
ど
、

民
生
費
と
同
じ
く
年
間
経
費
の
計
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。

*
労
働
費

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担

金
に
は
、
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
二

階
部
分
に
つ
い
て
冷
房
装
置
を
設
置
し

た
い
と
し
て
、
千
三
百
万
円
の
工
事
費

分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

*
直
属
林
水
産
業
費

農
業
振
興
、
畜
産
振
興
、
蚕
業
振
興
、
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惨かしわ保育園と若葉保育園を統合した東塩田保育園は、

この 4月に開園が予定されています。

V改築工事が進む報恩寮

つ広報ー 第 859号

， 

生
活
用
品
の
リ
サ
イ
ク
ル

園
芸
振
興
の
面
で
、
国
・
県
の
補
助
事

業
と
の
関
連
か
ら
継
続
し
て
進
め
ら
れ

て
い
る
転
作
促
進
対
策
事
業
、
野
菜
特

用
作
物
等
振
興
対
策
事
業
、

肉
用
牛
集

約
生
産
基
地
育
成
事
業
な
ど
の
補
助
事

業
に
つ
い
て
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、

林
業
構
造
改
善
、
農
村
総
合
笠
備
モ
デ

ル
事
業
、
農
村
基
一
盤
総
合
鐙
備
事
業
に

つ
い
て
も
年
次
計
画
に
よ
り
事
業
の
推

進
を
図
る
べ
く
所
要
の
経
費
を
計
上
し

て
あ
り
ま
す
。

懸
案
の
小
牧
橋
架
橋
工
事
は
、
二
年

目
を
迎
、
ぇ
左
岸
の
橋
台
一
基
と
橋
脚
二

基
、
橋
の
上
部
工
百
七
十
一
日
の
工
事

費
及
び
関
連
取
付
道
路
な
ど
の
用
地
買

収
資
な
ど
四
億
円
を
計
上
し
て
促
進
を

図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
長
池
の
廃
止
に

伴
う
補
償
料
二
千
八
百
万
円
の
残
り
分

千
四
百
万
円
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

*
商
工
費

商
工
業
振
興
の
た
め
の
各
種
補
助
金

を
は
じ
め
、
中
小
企
業
の
預
託
金
、
信

用
保
証
料
な
ど
継
続
的
な
も
の
を
計
上

し
ま
し
た
。

*
土
木
黄

道
路
新
設
改
良
工
事
費
は
、
小
牧
川

辺
町
線
の
補
助
対
象
事
業
費
三
千
六
百

万
円
を
含
め
て
三
億
八
千
六
百
万
円
、

同
補
償
資
で
県
営
水
道
本
管
移
設
の
た

め
の
補
償
料
に
五
千
二
百
万
円
。

こ
の

ほ
か
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
、
河
川
改
修

工
事
貨
な
ど
は
前
年
並
み
の
計
上
で
す
。

街
路
事
業
で
は
秋
和
上
堀
川
師
、
北
天

神
町
株
が
丘
線
の
継
続
分
、
さ
ら
に
市

お
願
い
し
ま
す
。

④
登
録
さ
れ
て
い
る
品
物
は
、
希
望
者

営
住
宅
建
設
事
業
で
は
最
終
年
次
を
迎

え
た
笹
井
地
区
古
里
団
地
の
第
一
種
住

宅
二
十
四
戸
の
工
事
費
、
及
び
用
地
費

な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
消
防
費

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

特
別
会
計
負
担
金
は
、
四
億
五
千
百
八

十
二
万
二
千
円
で
す
が
、
こ
の
中
に
は

上
回
消
防
署
費
に
お
け
る
救
助
工
作
車

の
購
入
費
二
千
五
百
万
円
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
は
、
年
次
計
画
で

進
め
て
い
る
ポ
ン
プ
卓
な
ど
の
備
品
購

入
、
水
利
施
設
の
山岳
備
な
ど
が
主
な
も

の
で
す
。

牢
教
育
費

南
小
学
校
の
用
地
取
得
従
四
億
九
千

九
百
九
十
二
万
九
千
円
は
、
前
年
度
的

務
負
担
の
解
消
を
図
る
も
の
で
、
残
り

は
お
お
む
ね
経
常
的
な
経
貨
と
な

っ
て

い
ま
す
。

日
年
度
最
終
補
正
予
算

一
般
会
計
の
補
正
額
は
、
千
五
百
四

十
万
九
千
円
で
、
こ
れ
に
よ
り
昭
和
五

十
六
年
度
一
般
会
計
の
総
額
を
二
百
七

億
四
千
八
百
十
四
万
七
千
円
と
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
総
務
費
に
お

い
て
は
県
営
水
道
料
金
差
額
補
助
金
三

千
三
百
十
五
万
六
千
円
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
従
来
の
基
本
料
金
の
差
額
を
十

三
立
方

U
ま
で
引
き
上
げ
て
、
格
差
の

是
正
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

民
生
費
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
社
会
福

祉
の
た
め
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
多
く

の
方
々
の
善
意
が
四
百
六
十
万
円
と
な

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
社
会
福
祉
基
金

と
し
て
積
み
立
て
、
利
子
の
運
用
に
よ
り

き
め
細
か
な
福
祉
施
策
を
進
め
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
内
水
面
漁
業

の
振
興
対
策
と
し
て
塩
田
養
殖
漁
業
協

同
組
合
へ
の
補
助
金
八
百
万
円
が
あ
り

⑥ 
を登
至録
急を
ご耳E
述り
絡消
くす
ま fご士会
、さ合
し、は

そ
グ〉
ヒ::.，
回

ま
す
。
こ
れ
は
、
依
然
と
し
て
惜
の
価

格
が
低
迷
し
、
飼
料
の
高
騰
と
相
ま
っ

て
生
ず
る
赤
字
に
対
し
、
そ
の
一
部
を

補
て
ん
す
る
こ
と
に
よ
り
「
塩
田
鯉
」

を
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

土
木
授
は
、
市
道
小
牧
川
辺
町
線
、

秋
和
上
堀
線
の
用
地
取
得
費
あ
わ
せ
て

二
億
三
千
九
百
五
十
五
万
七
千
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
い
ず
れ
も
単

独
事
業
に
係
る
用
地
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
か
ら
、
こ
れ
を
土
地
開
発
公

社
か
ら
取
得
を
し
た
い
と
い
う
も
の
で
、

い
ず
れ
も
早
期
完
成
と
利
チ
負
判
の
軽

減
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

教
育
費
は
、
上
回
城
南
高
校
施
設
笠

備
補
助
金
九
百
万
円
、
久
保
角
太
郎
さ

ん
の
ご
寄
付
に
よ
る
久
保
文
庫
充
実
の

た
め
の
五
百
万
円
、
上
田
市
体
育
協
会

の
法
人
化
に
伴
う
出
資
金
五
百
万
円
な

ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

く
紹
介
で
き
な
か
っ
た
品
物
や
、
紹
介

し
て
も
成
立
し
な
か

っ
た
品
物
は
、

1a
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不用品交換で資源の有効利用を

ただいま資源活用推進月間・3/S，__，5/9

生
活
用
品
の
リ
サ
イ
ク
ル

市
で
は
、
三
月
八
日
か
ら
五
月
九
日

ま
で
を
H

資
源
活
用
推
進
月
問
。
と
し

て
、
「
む
だ
を
な
く
し
物
を
生
か
す
市
民

運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
で
は
、
特
に
不
用
品
の
登

録
・
紹
介
・
あ
っ
せ
ん
を
積
極
的
に
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
の

家
庭
や
職
場
で
使
わ
な
く
な
っ
た
り
、

い
ら
な
く
な
っ
た
品
物
を
登
録
し
て
い

た
だ
き
、
希
望
者
に
そ
れ
ら
の
不
用
品

を
紹
介
・
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
に
よ
り
、

資
源
の
有
効
利
用
を
図
ろ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

皆
き
ん
の
家
庭
や
職
場
で
「
ま
だ
使

え
る
品
物
が
眠
っ
て
い
る
」
「
ぜ
ひ
譲

っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
」
と
い
う
場

合
に
は
、
電
話
な
ど
で
お
気
軽
に
生
活

環
境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

不
用
品
を
登
録
す
る
に
は

不
用
品
を
登
録
さ
れ
る
方
は
、
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
譲
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
品
名
、
希
望
価

格
、
程
度
、
数
量
な
ど
を
生
活
環
境

課
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

②
譲
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も
、

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

③
登
録
期
聞
は
六
か
月
と
し
ま
す
。
六

か
月
が
過
ぎ
た
場
合
は
、
再
登
録
を

街
路
事
業
で
は
秋
和
上
堀
線
、
北
天

神
町
緑
が
丘
線
の
継
続
分
、
さ
ら
に
市

お
願
い
し
ま
す
。

④
登
録
き
れ
て
い
る
品
物
は
、
希
望
者

に
紹
介
し
ま
す
が
、
紹
介
さ
れ
た
方

は
出
品
者
と
直
接
交
渉
し
、
取
り
引

き
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

紹
介
後
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
つ
い
て

は
、
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
き
い
。

⑤
紹
介
さ
れ
た
方
は
、
取
り
引
き
の
結

果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ
ら
ず
)

を
十
日
以
内
に
生
活
環
境
課
へ
ご
報

告
く
だ
さ
い
。

( 3月8日現在)その⑫(主なもの)不用品登録情報

ゆずってくださいく希望価格〉ゆずります

ガス大ープ二〆無料歩行器

冷蔵庫(小型・中~)無料ママコート

ベビーベッド

カラーテレビ

40，000円

無料

応接セ ット

メリーゴーランド (オルゴール付)

同の
組振
合輿
へ対
の策
補と
助し
金て
八塩 LJ
百田
万養院
円殖ホ
が漁直
あ業漆
り協業

⑥
登
録
を
取
り
消
す
場
合
は
、
そ
の
旨

を
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⑦
登
録
状
況
の
一
部
は
、
毎
月
十
六
日

発
行
「
広
報
う
え
だ
」
の
H

不
用
品
登

録
情
報
。
欄
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
一
階
の
「
消
費
者
コ

ー
ナ
ー
」
で
も
、
常
時
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
き
い
。

資
源
活
用
広
場
で
即
売
も

登
録
さ
れ
た
品
物
で
、
希
望
者
が
な

洗濯機

50c.cバイク

都市ガス湯わかし器

2，000同

20，000円

5，000-10，000円

入学服(6号、紺、上下、ネ71イ、ワインヤツ)

電動オルガン (53年購入)

スパイクタイヤ各種

シングjレベッド10，000円軽自動車タイヤ4本(520-10)

都市カ、スブロ30，000円プロパン7ゲスぶろ一式

まきストーブ3，000円7'ロノぞンカ、スレンジ

海外旅行用カバン(車付)

ステンレス流し台

1，500円

3，700円

パックバンド

サウナスーツ

た
め
の
五
百
万
円
、
上
田
市
体
育
協
会

の
法
人
化
に
伴
う
出
資
金
五
百
万
円
な

ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

く
紹
介
で
き
な
か
っ
た
品
物
や
、
紹
介

し
て
も
成
立
し
な
か

っ
た
品
物
は
、
五

月
九
日
刊
開
催
予
定
の
「
資
源
活
用
広

場
」
で
即
売
な
ど
も
で
き
ま
す
の
で
、

当
日
ま
で
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

「
資
源
活
用
広
場
」
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
後
日
「
広
報
う
、え
だ
」
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
待
て

捨
て
る
そ
の
手
で

ひ
と
く
ふ
う

学習机

食器戸棚

二段ベッド

学習百科辞典(小学生用)

7，000 -8， 000円

10，000円

70，000円

3，000-4，000円

1，000円

食堂用テーブル(いす付)

ドラム9点セット(52年、240，000円購入)

座敷用テーブル

米びつ

ラジオカセット

子供用スケート・
スキー一式

@高額な品物は、紹介できない場合がありますので、ご了承願います。

。ゆずりたい品物、ゆずってほしい品物がありましたら、生活環境課生活係

(宮⑫4100内線301)へお気軽にご連絡を。
。紹介後のトラブルなどについては、責任を負いかねますのでご了承くだ
きい。

30，000円

洋服ダンス(5年使用)

編機(7か月使用)
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さ
よ
う
な
ら
石
井
さ
ん

会
場
に
は
、
約

一
万
二
千
本
の
菊
の

花
で
飾
ら
れ
た
祭
叫
が
設
け
ら
れ
、
そ

の
中
央
に
は
縦
一

・
八
メ
ー
ト
ル
、
横

一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
あ
り
し
日
の
故
石

井
市
長
め
造

μ
が
祭
ら
れ
ま
し
た
。

市
葬
は
、
ま
ず
市
消
防
音
楽
隊
の
葬

送
行
進
曲
と
グ
ロ

l
リ
ア
合
唱
固
め
コ

ー
ラ
ス
の
中
、
七
十
五
歳
で
死
去
さ
れ

た
故
石
井
市
長
の
年
齢
に
ち
な
ん
だ
七

十
五
本
の
ロ

|
ソ
ク
に
女
子
職
員
が
点

燈
し
、
会
葬
者
三
千
人
全
員
で
一
分
間

の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

遺
彩
、
遺
骨
の
前
で
は
、
葬
儀
委
員

長
め
永
野
裕
貞
助
役
が
一仮
に
む
せ
び
な

が
ら
追
悼
の
こ
と
ば
を
さ
さ
げ
、
松
野

市
議
会
議
長
、
吉
村
県
知
事
、
井
出
・

羽
田
両
代
議
士
、
小
山
参
院
議
員
、
姉

昧
都
市
の
小
島
鎌
倉
市
長
、
升
回
出
石

町
長
、
渡
辺
上
越
市
助
役
な
ど
十
二
人

が
弔
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

小
坂
運
輸
大
臣
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

弔
電
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
遺
族
代
表
を
先
頭
に
会
場

に
集
ま

っ
た
会
葬
者
全
員
で
献
花
し
、

故
石
井
市
長
と
の
最
後
の
別
れ
を
惜
し

み
ま
し
た
。

三
千
人
の
市
民
が
最
後
の
別
れ

去
る
二
月
四
日
、
心
不
全
の
た
め
急

逝
さ
れ
た
放
石
井
泉
市
長
の
市
葬
が
、

一一
月
二
十
五
日
午
後

一
時
か
ら
上
回
公

園
内
の
市
民
会
館
で
、
し
め
や
か
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

女
子
職
員
が
乃
本
の
口

l
ソ
ク
に
次
々
と
点
燈

(
写
真
上
)

遺
族
代
表
に
よ
る
献
花
(
写
真
左
)

最
後
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
献
花
す
る
市
民

の
皆
さ
ん
(
写
真
下
)

つ
も
と
変
ら
ぬ
優
し
い
温
顔
で
休
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
が
、
既
に
意
識
は
な
く

午
後
一
時
八
分
、
そ
の
ま
ま
帰
ら
ぬ
人

長
き
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
を
勤
め
ら

れ
、
上
国
防
、
古
舟
慌
の
架
橋
、
ま
た

こ
の
会
場
で
あ
り
ま
す
市
民
会
館
の
建

心
都
市
と
し
て
恵
ま
れ
た
自
然
と
美
し

い
郷
土
を
守
り
育
て
、
明
る
く
住
み
よ

い
上
田
市
の
建
設
を
目
指
す
も
の
で
あ

E 
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「

追
悼
の
¥
川
J
」

本
日
こ
こ
に
、
上
田
市
長
・
故
石
井

泉
殿
の
み
だ
ま
を
お
ま
つ
り
申
し
上
げ
、

市
民
並
び
に
各
界
の
皆
様
と
と
も
に
市

絡
を
執
り
行
う
に
当
た
り
、
護
ん
で
追

悼
の
こ
と
ば
を
さ
さ
げ
ま
す
。

生
あ
る
者
の
必
然
の
こ
と
と
は
申
せ
、

こ
の
た
び
突
如
市
長
の
ご
逝
去
に
あ
い

ま
し
た
私
た
ち
市
民
一
向
、
た
だ
ほ
う

然
と
す
る
ば
か
り
で
今
だ
に
信
じ
ら
れ

な
い
気
持
ち
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
十
月
の
市
長
選
挙
で
は
、
「
交
通

渋
滞
の
解
消
」
と
「
上
田
市
長
期
基
本

構
想
の
し
め
く
く
り
」
を
選
挙
公
約
に

絶
大
な
支
持
を
得
て
、
め
で
た
く
三
選

の
栄
に
浴
し
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
市
長

を
心
か
ら
な
る
祝
福
と
期
待
を
も
っ
て

お
迎
え
し
た
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
市
長
を
今
こ
こ
に
み
た
ま
と
し
て

お
迎
え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た

こ
と
は
な
ん
と
い
う
悲
し
い
こ
と
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。
本
市
に
と
っ
て
も
、

こ
の
う
え
な
い
不
幸
で
あ
り
ま
す
。

去
る
二
月
二
日
、
か
ぜ
の
治
療
と
検

査
を
兼
ね
て
信
大
附
属
病
院
に
入
院
さ

れ
た
時
に
は
、
至
っ
て
元
気
で
あ
り
ま

し
た
の
で
、
大
事
は
な
い
も
の
と
安
心

し
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
日

後
の
二
月
四
日
午
前
十
時
過
ぎ
病
院
か

ら
容
体
が
急
変
し
た
と
の
報
に
接
し
、

急
き
ょ
病
院
に
駆
け
つ
け
た
時
は
、
い

だえつー (7)一一一一昭和57年 3月16日 広報

つ
も
と
変
ら
ぬ
優
し
い
温
顔
で
休
ん
で

心
都
市
と
し
て
恵
ま
れ
た
自
然
と
美
し

お

ら

れ

ま

し

た

か

、

既

に

意

識

は

な

く

い

郷

土

を

守

り
育
て
、
明
る
く
住
み
よ

午

後

一

時

八

分

、

そ

の

ま

ま

帰

ら

ぬ

人

い

上

田

市

の

建

設

を

目

指

す

も

の

で

あ

と
な
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

り
ま
し
た
。

思

え

ば

石

井

市

長

は

、

市

内

下

半

過

こ

の

よ

う

な

素

晴

ら

し

い

計

画

を

策

に

生

ま

れ

、

四

季

折

々

に

変

化

す

る

太

定

さ

れ

た

石

井

市

長

の

献

身

的

な

努

力

郎

山

と

清

ら

か

な

千

曲

の

流

れ

を

見

つ

が

実

り

、

塩

田

の

自

然

運

動

公

園

や

新

め

て

生

き

て

こ

ら

れ

た

方

で

あ

り

、

強

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

も

立

派

に

完

成

し

、

い
郷
土
愛
に
燃
え
、
た
だ
ひ
た

す

ら

に

多

く

の

市

民

の

間

で

市

民

の

オ

ア

シ

ス

「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指

し

と

し

て

喜

ば

れ

て

お

り

ま

す

。
ま
た
、

て

遁

進

さ

れ

て

こ

ら

れ

た

の

で

あ

り

ま

計

画

さ

れ

た

諸

事

業

も

順

調

に

進

む

中

す

。

で

、

市

民

の

悲

願

で

あ

る

小

牧

橋

、

上

昭

和

二

十

六

年

に

旧

泉

田

村

の

助

役

回

バ

イ

パ

ス

の

建

設

も

進

ん

で

、

や

つ

を

勤

め

ら

れ

、

昭

和

三

十

年

に

同

村

長

と

将

来

の

飛

躍

す

る

上

田

市

が

見

え

は

に

就

任

さ

れ

た

の

で

じ

め

た

時

に

ご

逝

去

あ

り

ま

す

が

、

当

時

さ

れ

ま

し

た

こ

と

は

、

は
県
の
指
導
も
あ
っ

U
J
竺

3
K
L
t
e
r
-示
、
ー
タ
・
〆
、
J

レ
-f
誠
に
残
念
な
こ
と
で

て
町
村
合
併
が
県
下

L
山
H
7
h
l
iす
勺
司
川

E
E
o
q
'
Lパ
ν
J
f巧
t

あ
り
ま
す
。

各

地

で

盛

ん

に

進

め

ま

た

、

石

井

市

長

ら

れ

て

い

た

さ

中

で

は

常

に

ユ

ー

モ

ア

と

あ

り

ま

し

た

。

泉

田

村

で

も

、

村

の

将

和

を

携

、

ぇ

、

生

来

の

円

満

で

誠

実

な

お

来

に

思

い

を

い

た

し

上

田

市

へ

の

合

併

人

柄

は

、

一

度

人

の

心

を

つ

か

ん

だ

ら

か

望

ま

し

い

と

の

判

断

か

ら

、

村

の

現

決

し

て

は

な

さ

な

い

人

で

あ

り

ま

し

た

。

状

を

訴

え

村

民

説

得

の

た

め

日

夜

奔

走

同

時

に

、

決

し

て

威

張

っ

た

り

差

別

を

し

、

上

田

市

へ

の

合

併

促

進

に

尽

力

き

し

た

り

せ

ず

、
「
天
は
人
の
上
に
人
を
つ

れ

た

の

で

あ

り

ま

す

。

諸

般

の

状

勢

か

く

ら

ず

、

人

の

下

に

人

を

つ

く

ら

ず

」

ら

、

一

番

合

併

が

困

難

視

さ

れ

て

い

た

と

い

っ

た

福

沢

諭

吉

の

一

言

葉

を

身

を

も

泉

田

村

の

合

併

に

よ

り

近

隣

町

村

の

合

っ

て

実

践

し

た

人

で

も

あ

り

ま

し

た

。

併

も

進

み

、

昭

和

四

十

八

年

の

川

西

村

市

民

が

涙

に

ぬ

れ

た

急

逝

の

日

か

ら

を

最

後

に

合

併

問

題

が

解

決

し

、

今

日

二

日

後

の

二

月

六

日

、

葬

送

の

ひ

つ

ぎ

の

大

上

田

市

建

設

の

基

礎

が

築

か

れ

る

が

静

か

に

自

宅

を

は

な

れ

大

星

斎

場

に

中

で

、

大

き

な

役

割

り

を

果

た

さ

れ

た

向

か

わ

れ

る

途

中

、

沿

道

や

市

庁

舎

前

の

で

あ

り

ま

す

。

で

は

、

多

く

の

市

民

、

職

員

が

別

れ

を

昭

和

三

十

四

年

か

ら

は

、

十

二

年

の

惜

し

ん

で

見

送

ら

れ

る

光

景

を

拝

見

し

、

長
き
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
を
勤
め
ら

れ
、
上
回
街
、
古
舟
僑
の
架
橋
、
ま
た

こ
の
会
場
で
あ
り
ま
す
市
民
会
館
の
建

設
、
上
国
交
通
別
所
線
電
車
存
続
な
ど

の
問
題
に
議
会
活
動
を
通
じ
て
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も

監
査
委
員
、
市
議
会
議
長
な
ど
の
要
職

を
歴
任
さ
れ
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
敏

腕
を
発
揮
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
十
一
月
、
第
十
代
上

田
市
長
と
し
て
初
当
選
さ
れ
た
こ
ろ
は
、

石
油
危
機
以
後
、
経
済
の
動
向
は
高
度

成
長
時
代
か
ら
一
転
し
て
低
成
長
、
そ

し
て
安
定
成
長
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
激

し
い
経
済
変
動
期
を
迎
え
、
地
方
自
治

体
の
行
財
政
の
運
営
も
容
易
で
な
い
時

代
で
あ
り
ま
し
た
。
市
長
は
、
こ
の
よ

う
な
重
大
な
転
機
に
こ
そ
計
画
的
な
行

財
政
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

し
て
、
昭
和
六
十
年
を
目
標
に
上
田
市

の
あ
る
べ
き
将
来
の
都
市
像
を
描
き
、

多
く
の
市
民
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
、

そ
の
理
想
実
現
の
た
め
に
上
田
市
長
期

基
本
構
想
を
策
定
し
、
年
度
ご
と
に
計

画
的
に
実
施
し
て
ゆ
く
方
針
を
打
ち
出

し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
民
総
参
加
の
も
と
に
長

期
的
展
望
に
立
っ
て
、
東
信
地
方
の
中

志
半
ば
に
し
て
逝
か
れ
た
市
長
の
無
念

の
心
を
お
察
し
申
し
上
げ
、
私
は
心
痛

の
あ
ま
り
思
わ
ず
唇
を
か
ん
だ
の
で
あ

り
ま
す
。

私
ど
も
市
民
一
問
、
市
長
を
失
っ
た

こ
と
は
誠
に
暗
夜
に
と
も
し
火
を
失
っ

た
よ
う
な
も
の
で
、
た
だ
篤
き
と
寂
し

き
を
感
ず
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
市
長
が
残
さ
れ
た
数
々
の
功
績

は
上
聞
に
達
し
、
従
五
位
、
勲
四
等
旭

日
小
綬
章
に
輝
く
叙
位
叙
勲
に
も
現
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
石
井
市

長
の
温
顔
は
私
ど
も
市
民
の
心
に
い
つ

い
つ
ま
で
も
ほ
ほ
え
み
か
け
て
い
る
こ

と
と
信
じ
ま
す
。

私
ど
も
は
、
市
長
の
ご
遺
志
を
悲
し

み
の
中
へ
埋
も
れ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

今
日
よ
り
そ
の
ご
遺
志
を
体
し
、
上
田

市
の
発
展
の
た
め
に
最
警
の
努
力
を
す

る
こ
と
を
、
固
く
お
哲
い
申
し
上
げ
ま

す。
こ
こ
に
今
は
亡
き
市
長
の
偉
大
な
る

ご
功
績
を
心
か
ら
た
た
え
、
み
た
ま
の

安
ら
か
な
ご
昇
天
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
ご
遺
族
並
び
に
上
田
市

に
ご
加
護
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
追
悼
の
こ
と
ば
と
い

た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
二
月
二
十
五
日

葬
儀
委
員
長

上
田
市
長
職
務
代
理
者

よ
田
市
助
役
永
野

裕
貞
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病
気
や
ケ
ガ
は
、
ま
っ
た
く
予
期
し

な
い
と
き
に
起
こ
る
も
の
で
す
。
病
気

や
ケ
ガ
が
重
い
と
き
に
は
、
何
よ
り
も

ま
ず
医
師
の
診
察
や
治
療
を
受
け
ま
す

が
、
ち
ょ

っ
と
し
た
風
邪
や
頭
痛
が
す

る
と
き
は
薬
を
飲
ん
で
、
家
庭
で
治
す

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
的
に
家
庭
で
そ
ろ
え
て
お
く
と

似
利
な
必
と
し
て
は
、
内
服
剤
と
し
て
、

消
化
刑
、
門
脇
袋
、
下
痢
止
め
、
頭
痛

や
山
間
痛
な
ど
の
痛
み
止
め
、
風
邪
薬
な

ど
。
外
用
薬
と
し
て
は
、
殺
的
消
毒
剤
、

秋
一位
剤
な
ど
で
す
。

家
庭
常
備
薬
の
制
知
と
数
は
、
そ
の

家
庭
の
世
か
れ
て
い
る
環
境
や
家
族
構

成
に
よ
っ
て
迫
っ
て
き
ま
す
。
家
庭
で

使
う
必
は
、
あ
ま
り
余
計
な
も
の
ま
で

買
い
そ
ろ
え
る
必
要
は
な
く
、
最
少
限

に
必
要
な
も
の
を
常
時
そ
ろ
え
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

えつ広報

正
し
い
使
用
方
法

一 第 859号

薬
の
正
し
い
使
用
方
法
を
誤
る
と
、

病
気
や
ケ
ガ
が
直
る
ど
こ
ろ
か
、
さ
ら

に
悪
化
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
座
薬
を
「
す
わ
っ
て
飲
む
薬
」
と

思
・っ
て
、
時
め
座
薬
を
正
座
し
て
飲
ん

で
し
ま
っ
た
と
い
う
、
笑
い
話
の
よ
う

な
本
当
の
話
も
あ
り
ま
す
。

薬
を
正
し
く
使
う
た
め
、
次
の
よ
う

な
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
観
明
文
(
能
書
)
を
必
ず
読
む

③
用
法
(
使
用
方
法
)
、
@
用
量

(使

用
量
)
、(り
使
用
上
の
注
意
、
@
取
扱
上

の
注
意
、
@
保
管
上
の
注
意
、

G
使
用

期
限
の
あ
る
も
の
は
使
用
期
限
、
①
使

用
に
あ
た
っ
て
の
そ
の
他
の
必
要
事
項

②
用
法
、
用
量
を
正
し
く
守
る

薬
の
作
用
は
、
用
い
る
量
と
非
常
に

深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
量
以
下

で
は
、
効
き
め
は
現
わ
れ
ま
せ
ん
が
、

量
が
多
す
ぎ
る
と
体
に
障
害
を
き
た
し

話

薬の正しい知識

て
し
ま
い
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
量
を
服

用
し
て
も
、
す
ぐ
効
か
な
い
か
ら
と
い

っ
て
、
自
己
判
断
で
す
ぐ
ま
た
服
用
す

る
よ
う
な
こ
と
は
、

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

③
同
じ
よ
う
な
薬
を
一
緒
に
飲
ま
な

い

同
じ
成
分
や
閉
じ
作
用
を
す
る
薬
を

重
ね
て
飲
む
こ
と
は
、
好
ま
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
効
果
が
現
わ
れ
な
か
っ
た
り
、

思
わ
ぬ
副
作
用
が
現
わ
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
医
師
の
指
示

℃
薬
を
飲
ん
で
い
る
と
き
は
、
勝
手
に

他
の
薬
を
使
用
す
る
と
正
確
な
診
断
、

治
療
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

④
服
用
時
間
(
飲
む
時
間
)
を
守
る

薬
の
効
果
を
正
し
く
発
揮
さ
せ
る
た

め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
た
時
間

に
飲
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
④
食
前
・

胃
の
中
に
食
べ
物
が
入
っ
て
い
な
い
と

き
(
食
前
三
十
分

i
一
時
間
)
@
食
後

・
:
胃
の
中
に
食
べ
物
が
入
っ
て
い
る
と

き
(
食
後
三
十
分
以
内

)
G
食
間
:
・
食

事
と
食
事
の
問
、
た
と
、
え
ば
朝
食
と
昼

食
の
間
(
食
後
お
お
む
ね
二
時
間
)

⑤
眠
気
を
も
よ
お
す
薬

眠
気
を
も
よ
お
す
作
用
の
あ
る
薬
を

飲
ん
だ
後
は
、
自
動
車
の
運
転
、
機
械

の
操
作
な
ど
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
(
鋲
締
剤
、
精
神
安
定
剤
な
ど
)

⑥
素
人
権
法
は
危
険

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
家
庭
薬
の
使

用
を
や
め
、
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し

ょ、つ。④
症
状
が
単
純
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ

の
症
状
が
あ
る
と
き
、
ま
た
症
状
が
刻

々
と
変
わ
る
と
き
。
@
高
熱
の
と
き
、

特
に
意
識
が
多
少
と
も
お
か
し
い
と
思

わ
れ
る
と
き
。
。
脈
が
速
い
と
き
、
呼

吸
が
苦
し
い
と
き
。

@
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
赤
ち
ゃ
ん
、
乳
児
、
妊
婦
、
高
齢

者
、
病
弱
な
方
の
場
合
。
@
以
前
に
何

回
も
同
じ
よ
う
な
病
気
に
か
か
り
い

つ
も
の
薬
が
よ
く
効
か
な
い
と
き
。

次のよ

、毎週練

今回、こ

ブ員を募

る方はふ

明
る
い
選
挙

実
現
の
た
め
要
望
書

上
田
市
長
選
挙
が
三
月
二
十
八
日
に

執
行
さ
れ
ま
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
、

こ
の
選
挙
は
も
っ
と
も
身
近
な
選
挙
で

あ
り
、
今
後
四
年
間
市
政
を
託
す
る
重

要
な
も
の
で
す
。

立
候
補
予
定
者
、
立
候
補
者
な
ら
び

に
選
挙
運
動
に
関
係
す
る
者
は
も
と
よ

り
有
権
者
は
、
こ
の
選
挙
の
意
義
と
重

要
性
を
深
く
認
識
し
て
、
明
る
い
選
挙

実
現
の
た
め
、
左
記
の
こ
と
を
厳
守
さ

れ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

①
候
補
者
の
人
物
を
、
政
見
を
、
よ

く
見
、
よ
く
知
り
、
よ
く
考
え
て
自
己

の
自
由
な
判
断
に
よ
り
投
票
す
る
。

②
告
示
前
の
選
挙
運
動
は
、
一
切
禁

じ
ら
れ
て
い
る
事
前
運
動
は
も
と
よ
り

そ
れ
に
ま
ぎ
ら
わ

し

い
各
種
の
会
合

や
行
事
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
ビ
ラ
、

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
頒
布
な
ど
は
行
わ
な

i
v
 
③
有
権
者
の
自
由
な
意
志
に
反
す
る

推
せ
ん
会
な
ど
は
行
わ
な
い
。

④
金
権
選
挙
の
そ
し
り
を
受
け
る
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
ポ
ス
タ
ー

の
印
制
な
ど
選
挙
費
用
を
節
減
す
る
よ

う
に
つ
と
め
る
。

⑤
買
収
、
饗
応
、
戸
別
訪
問
は
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
ら
に
ま
ぎ
ら
わ
し
い
行
為

は
行
わ
な
い
。

⑤
恨
拠
の
な
い
無
責
任
な
言
動
や
文

月)

月)

(木)

書
に
よ
っ
て
、
公
正
な
る
選
挙
を
妨
害

し
な
い
。

⑦
選
挙
期
間
中
は
も
ち
ろ
ん
、
期
間

前
に
お
い
て
も
、
政
治
活
動
用
ビ
ラ
、

ポ
ス
タ
ー
、
新
聞
な
ど
悪
用
を
し
な
い
、

ま
た
こ
れ
を
利
用
し
て
戸
別
訪
問
し
た

り
、
虚
偽
事
項
な
ど
を
記
載
し
な
い
。

⑧
文
書
図
画
(
ポ
ス
タ
ー
な
ど
)
の

掲
示
は
、
道
路
、
道
路
数
、
道
路
の
工

作
物
、
河
川
、
河
川
敷
、
公
園
、
街
路

樹
、
電
柱
な
ど
の
公
共
施
設
の
管
理
者

お
よ
び
居
住
者
な
ど
の
許
可
な
く
し
て

は
行
わ
な
い
。

と
く
に
交
通
の
障
害
に
な
る
よ
う
な

街
角
や
電
柱
な
ど
に
は
描
示
し
な
い
。

公
共
の
も
の
以
外
の
住
居
や
事
業
所

や
土
地
建
物
、
工
作
物
な
ど
に
許
可
な

く
掲
示
し
な
い
。

投
票
所
の
敷
地
建
物
な
ど
に
は
、
ポ

ス
タ
ー
な
ど
掲
示
し
な
い
。

⑨
告
示
前
に
掲
示
さ
れ
た
、
政
治
活

動
用
ポ
ス
タ
ー
は
、
告
示
の
前
日
ま
で

に
、
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
は
、
投
票

日
の
直
後
に
掲
示
責
任
者
は
、
完
全
に

撤
去
す
る
。

昭
和
五
十
七
年
三
月

上
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

上

田

市

選

挙

管

理

委

民

会

上

国

管

察

寓

・・・・・，..'・0・白

畑山、
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①
脱
明
文
(
能
書
)
を
必
ず
読
む

③
用
法
(
使
用
方
法
)
、
@
用
量
(
使

つ

教養講座・サークル活

勤労青少年ホーム

一(9)一一一一昭和57年 3月16日 広報

思ま
わせ 4
ぬ A2 1
副』同

信菜 4
-h{ カf

現現
わ μ
れ
れ介
:て:;;，
L- コ
また
つり

上田市勤労青少年ホームでは、 29歳までの勤労青少年を対

象に、次に より教養講座、スポーツ教室などを聞きます。

希望きれる方は、ぜひご参加ください。

受付期間一，4月 3日UJまで

受付場所一・勤労青少年ホームへ必ず来館(午後 1時~同 9時)

のつえ、受講料を添えてお申し込みください。た

だし、定員になり次第締め切らせていただきます。

お問い合わせ・・・上田市勤労青少年ホームE ⑫7117(勤務時間

の関係上、お問し、合わせは午後 1時から同 9時ま

での聞にお願いします。)

-1
3
4
均
責

d
J有
力
H
SI
lu
-
-圃
|
F4
A
|
|
コ
判
刊
日
い
14
2
?ト
ra
オ
し
し
千
栄

つ
も
の
薬
が
よ
く
効
か
な
い
と
き
。

圃

は
行
わ
な
い
。

?
⑥
根
拠
の
な
い
無
責
任
な
言
動
や
文

クラブ員を募集
勤労青少年ホームには、 次のょ

っなサークル活動があり、 毎週練

習などに励んでいます。今回、こ

れらのサークルではクラブ員を募

集 しますので、希望される方はふ

るってご参加ください。

吹奏楽(月・土)

ギターマンドリン(木)

混声合唱(木)

空手道(水・土)

卓球クラブ(火)

ダンスクラブ(木)

バスケッ トクラブ(金)

ノ〈レーボールクラブ(月)

ノ〈ドミントンクラブ(月)

ボランティアくわのみ(木)

講座名 コース 期間 r疋ムー
貝 費用 {蔚 考

料理教室 月，)く・水 4月-9月 各24名 1，500円
家庭料理( 6か月分)

着付教室 水・木 4月-6月 各12名 2，000円
道具を使用せず( 6か月分)

茶道教室 火 4月-9月 男女各6名 3，000円 江戸千家( 6か月分)

絵画教 室 火 年間 男女各10名 2(年，000円
間)

木彫教室 7.k 年間 男女各10名 2(年，000円
問1)

書道教 室 金 4月-9月 男女各10名 1，500円
( 6か月分)

七宝焼教室 7.k 4月-6月 10名 l3 ，O00円
( か月分)

手口裁教室 火 年間 20名 2，000円
( 1か月分)

民踊教 室 月 年間 男女各5名 1，000円
( 1か月分)

レザークラフト教室 火 年間 10名 1，000円
(1か月分)

長..，圭 教 室 木 年間 6名 2，000円
山田臼ii( 1か月分)

生け花教 室 p月k--7金k 年間 各15名 1，000円 草月流
( 1か月分) 金曜のみ池ノ坊

アーチェリー教室 月 年間 男女各10名 2(年，000円
間)

よ
圧
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

上

田

市

選

挙

管

理

委

員

会

上

回

答

察

署

白・'''."，.，，，・・・・・.'，白山・"""'"‘・"'"白""白・・・・，"''''.ι・."・白....'・・・ ..・白白・"..""."，.."・・・0・.."・1.，.."・・，，，，，・目・・・・白・."白"，.，1"白・"...'・0・1・0・."・'"白・0・・，
，.1"'1，，，.，，，白・....，.・・'.，・・・・・白1・""'"・・0・0・・".."白0・，，，.，，，，・，...""・0"，"""・0・・・ .....1...".，.・・・'"・""."・"""・..1'・・.，，，.1'・'.，，，.''・'"

上田市長選挙・役票日は3月28日
きれいな選挙で住みよい上回

上田市長選挙は 3月28日(日)に行われます。投票にお出かけの際は入場

券をお忘れなく 。

投票時間は午前 7時から午後 6時までです。(ただし、須川 、畑山、

長入、岩清水、野倉の各投票所は午後4時まで)



だ 昭和57年 3H 16日一一一側一

お知らせ
固
定
資
産
税
の

課
税
台
帳
を
縦
覧

えつ

1
4
月
1
日
1
4
月
加
日
H
H

広報

資
産
税
蝶

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
3
6

有
線
②
0
6
8
1

一第 859号

昭
和
五
十
七
年
度
固
定
資
産
税
の
基

礎
と
な
る
評
価
額
が
決
ま
り
ま
し
た
の

で
、
次
に
よ
り
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
覧
く

だ
さ
い
。

〈
縦
覧
で
き
る
台
帳
〉

土
地
課
税
台
帳
、
土
地
補
充
課
税
台

帳
、
家
屋
課
税
台
帳
、
家
屋
補
充
課
税

台
帳
、
償
却
資
産
課
税
台
帳

〈
縦
覧
期
間
と
時
間
v

四
月
一
日
附
か
ら
同
月
二
十
日

ωま

で
、
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
(
た
だ
し
土
曜
日
は
正
午
ま
で
、

号一

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

別所温泉などでは、3月を「思い出つイ
;ーク」として、曜日ごとに決められだ催し
;ガ包日行われています。前山寺では、3月
6日の工曜日、約20人の観光客ガ参加して
「草もち」をつきました。自分だちガ実際
:に重いキネを持ってついだ草もち芝けに、
i昧は大変好評でしだ。

日
曜
日
は
休
み
)

〈
縦
覧
の
場
所
v

市
役
所
資
産
税
課
(
本
庁
舎
一
階
)

〈
持
ち
物
〉

本
人
が
縦
覧
す
る
場
合
は
印
鑑
。
代

理
人
の
場
合
は
自
分
の
印
鑑
と
代
理
人

選
任
届
か
委
任
状
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〈
評
価
額
の
決
定
〉

昭
和
五
十
七
年
度
は
、
三
年
ご
と
に

行
わ
れ
る
固
定
資
産
税
の
基
準
年
度
で

す
。
こ
の
た
め
土
地
、
家
屋
の
評
価
替

え
が
行
わ
れ
、
新
し
い
評
価
額
が
決
定

し
ま
し
た
。

こ
の
評
価
額
は
、
土
地
で

は
地
目
変
換
、
家
屋
で
は
改
築
や
損
壊

な
ど
が
な
い
場
合
、
こ
れ
か
ら
三
年
間

価
格
が
据
え
置
か
れ
ま
す
の
で
、
評
価

額
を
ご
覧
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
審
査
の
申
し
出
〉

各
台
帳
に
載
っ
た
こ
と
が
ら
に
不
服

の
あ
る
人
は
、
四
月
一
日
附
か
ら
同
月

三
十
日
附
ま
で
に
、
文
書
で
固
定
資
産

評
価
審
台
委
員
会
に
審
査
の
申
し
出
が

は
自
の
届
く
場
所
に
限
る
こ
と
と
し
、

耐
圧
性
能
の
あ
る
も
の
を
用
い
接
続

で
き
ま
す
。

こ
の
審
査
の
申
し
出
は
、

四
月
三
十
日
ま
で
に
限
ら
れ
、
そ
の
後

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
評
価
額

に
対
す
る
審
査
の
申
し
出
は
、
基
準
年

度
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

〈
税
負
担
の
調
整
〉

新
し
い
評
価
制
に
も
と
づ
い
て
土
地

の
固
定
資
産
税
を
決
定
す
る
場
合
は
、

負
机
調
務
の
惜
置
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

こ
の
方
法
は
、
現
在
国
会
で
審
議

中
で
す
の
で
、
決
ま
り
次
第
「
広
報
う

え
だ
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
五
十
七
年
度
固
定
資
産
税
の
納
期
変

更
v今
ま
で
第
一
期
分
の
納
期
は
、
四
月

一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
で
し
た
が
、

今
年
は
地
方
税
法
案
の
国
会
審
議
が
遅

れ
て
い
ま
す
の
で
、
第
一
期
分
の
納
期

は
五
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で

に
変
更
す
る
予
定
で
す
。

交
通
事
故
か
ら

子
供
を
守
る
運
動

1
3月
行
日

1
4
月
5
日
H
H

冬
か
ら
春
へ
移
り
変
わ
る
三
月
は

大
人
で
さ
え
も
な
に
か
「
ウ
キ
、
ウ
キ
」

す
る
季
節
で
す
。

子
供
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
学
年
末
休

み
に
入
り
ま
す
が
、
学
年
末
休
み
は
夏

冬
休
み
と
は
一
味
違
っ
た
開
放
感
に
浸

持
ち
物
:
・
印
鑑
、
封
筒
六
枚

販
売
権
利
期
間
・
・
・
昭
和
五
十
八
年
三
月

れ
る
休
み
で
す
。

こ
の
た
め
、
ふ
だ
ん

の
交
通
安
全
意
識
も
薄
れ
が
ち
で
、
一

歩
間
違
う
と
大
き
な
事
故
を
引
き
起
こ

し
か
ね
ま
せ
ん
。

休
み
中
の
た
め
、
先
生
方
も
目
を
配

り
き
れ
ず
、
こ
の
時
期
の
交
通
安
全
は

家
庭
の
皆
さ
ん
の
指
導
が
大
き
な
比
重

を
占
め
ま
す
。
家
庭
の
大
人
、
特
に
お

母
さ
ん
は
、
子
供
の
行
動
に
注
意
す
る

と
と
も
に
、
道
路
な
ど
を
一
緒
に
歩
く

時
は
率
先
し
て
交
通
ル

l
ル
を
守
り
、

身
を
持
っ
て
安
全
の
大
切
さ
を
教
、
え
る

よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

新
入
学
(
園
)
児
の
い
る
家
庭
で
は
、

こ
の
休
み
を
利
用
し
て
通
学
・
通
園
コ

ー
ス
を
実
際
に
歩
い
て
、
一
番
安
全
と

思
わ
れ
る
コ
ー
ス
を
選
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
際
、
危
険
と

思
わ
れ
る
個
所
で
は
子
供
と
一
緒
に
話

し
合
っ
た
り
、
注
意
を
与
え
、
四
月
か

ら
は
子
供
が
安
心
し
て
登
校
(
園
)
で
き

る
よ
う
に
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
危
険
な
遊
び
な
ど
を
し
て
い

る
子
供
を
見
か
け
た
ら
、
だ
れ
で
も
注

意
を
与
え
、
市
民
み
ん
な
で
子
供
を
事

故
か
ら
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

上
水
道
配
管
技
能
者

資
格
試
験
を
実
施

水
道
局
業
務
課
庶
務
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

5
0
3

市
水
道
局
で
は
、
次
に
よ
り
上
水
道

配
管
技
能
者
資
格
試
験
を
行
い
ま
す
。

次
の
資
格
が
あ
る
人
で
受
験
を
希
望
す

る
人
は
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

受
験
資
格
・
・
・
三
年
以
上
給
配
水
工
事
業

務
に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
入
、
ま

た
は
五
年
以
上
管
工
事
業
務
に
従
事

し
た
経
験
の
あ
る
人

受
付
期
間
:
・
四
月
十
日

ωか
ら
四
月
二

十
日
附
ま
で

必
要
書
類
・
・
・水
道
局
業
務
課
に
あ
り
ま

す
配
管
技
能
者
資
格
試
験
受
験
願
に

履
歴
書
、
住
民
抄
本
、
経
歴
証
明
書
、

顔
写
真
二
枚
(
縦
三

m
×
横
二
・
五

叩
)
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
科
目

マ
学
科
試
験
H
H
水
道
関
係
法
規
お
よ
び

施
工
基
準

マ
実
技
試
験
U

水
道
配
管
実
技

試
験
期
日
・
場
所

マ
学
科
試
験

1
五
月
七
日
樹
午
前
十
時

か
ら
上
田
市
民
会
館
二
階
会
議
室

マ
実
技
試
験

1
五
月
七
日
掛
午
後
一
時

か
ら
染
屋
浄
水
場
内

受
験
手
数
料
・・
・
千
円
を
受
験
申
込
時
に

お
納
め
く
だ
さ
い
。



L 

受
験
手
数
料
・
・
・
千
円
を
受
験
申
込
時
に

お
納
め
く
だ
さ
い
。

第 859号ー

プ
ロ
パ
ン
、
方
ス

都
市
ガ
ス
の

取
り
扱
い
に
ご
注
意

上
小
地
域
広
域
行
政
官
'
務
組
合

消
防
本
部
予
防
諜
宮
⑫
2
5
0
1

昨
年
十
二
月
二
十
七
日
、
市
内
の
ア

パ
ー
ト
で
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が
爆
発
し
、

ア
パ
ー
ト
が
全
壊
、
火
災
と
な
り
二
名

が
負
傷
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が

あ
り
ま
し
た
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
、
都
市
ガ
ス
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ー
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
空
気
よ
り
重
い

の
で
低
い
所
に
た
ま
り
ま
す
。
都
市

ガ
ス
は
空
気
よ
り
軽
い
の
で
上
に
あ

が
り
ま
す
。

2
、
ガ
ス
使
用
後
は
、
コ
ン
ロ
の
パ
ル

ブ
と
壁
ぎ
わ
の
元
栓
を
完
全
に
閉
め

る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

3
、
ガ
ス
燃
焼
器
具
(
ガ
ス
コ
ン
ロ
、

グ
ス
ス
ト
ー
ブ
な
ど
)
の
取
り
付
け

や
配
管
は
、
販
売
業
者
ま
た
は
資
格

者
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

4
、
ホ

l
ス
や
金
属
管
の
つ
ぎ
目
は
、

と
き
ど
き
ガ
ス
漏
れ
が
な
い
か
調
べ

ま
し
ょ
う
。

5
、
ガ
ス
漏
れ
を
調
べ
る
方
法
と
し
て
、

つ
ぎ
目
や
ホ
ー
ス
に
筆
で
石
け
ん
水
を

塗
る
と
、
ガ
ス
漏
れ
が
あ
れ
ば
「
ア

ワ
」
が
で
る
の
で
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。

6
、
室
内
で
ゴ
ム
管
を
使
用
す
る
場
合
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は
固
め
届
く
場
所
に
限
る
こ
と
と
し
、

耐
圧
性
能
の
あ
る
も
の
を
用
い
接
続

部
を
必
ず
ホ
|
ス
パ
ン
ド
で
締
め
ま

し
ょ
う
。
ビ
ニ
ー
ル
管
は
絶
対
に
使

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

7
、
ガ
ス
が
漏
れ
て
い
る
と
き
は
、
す

ぐ
に
容
器
の
パ
ル
プ
(
都
市
ガ
ス
は

メ
ー
タ
ー
の
手
前
)
を
閉
め
、
ほ
う

き
で
掃
き
出
す
よ
う
な
方
法
で
ガ
ス

を
外
へ
追
い
出
し
ま
す
。
漏
れ
た
原

因
が
わ
か
ら
な
い
場
合
、
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
は
取
引
販
売
活
に
都
市
ガ
ス
は

ガ
ス
会
社
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

8
、
ヒ
ュ
ー
ズ
コ

ッ
ク
、

強
化
ガ
ス
ホ

ー
ス
、
安
全
装
置
付
ガ
ス
器
具
、
ガ

ス
漏
れ
警
報
器
は
、
ガ
ス
取
扱
庖
に

あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ー
市
・
県
営
野
球
場
l

売
応
権
利
の

入
札
を
し
ま
す

体
育
課
施
設
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

5
5
7

上
田
市
営
球
場
お
よ
び
県
営
上
田
野

球
場
内
の
物
品
販
売
権
利
の
入
札
を
次

に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
資
格
・
・
・
市
内
に
在
住
の
庖
舗
を
有

す
る
人

と
き
・
:
四
月
九
日
幽
午
後
一
時
三
十

分
と
こ
ろ
・
:
市
役
所
四
階
第
三
会
議
室

持
ち
物
・
:
印
鑑
、
封
筒
六
枚

販
売
権
利
期
間
・
・
・
昭
和
五
十
八
年
三
月

末
日
ま
で

中
電
料
理
教
室
の

受
講
者
を
募
集

中
部
電
力
上
田
営
業
所
・
サ
ー
ビ
ス

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
宮
⑫
1
2
4
0

中
部
電
力
で
は
、
婦
人
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
次
の
と
お
り
料
理
教
室
の
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

と
ニ
ろ
・:
中
部
電
力
上
国
営
業
所
会
議

室
定
員
:
・
各
コ
ー
ス
と
も
三
十
名
、
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

会
費
・
:
材
料
代
と
し
て
一
回
四
百
円

程
度

中電料理教室日程表

コース 期 問 日記 日 時 問

A うイ -%  第 1・3木曜日 午後l時30分~
( 3か月間) 3時30分

B Y?-予i 第 1水曜日 午後1時30分~
( 6か月間) 3時30分

C うイ~ -% 
第2・4木曜日 午前10時~

( 3か月間) 午後1時

D う{l-% 第 3水曜日 午前10時~
( 6か月間) 午後1時

今月の納税

4月の乳幼児健康診査
4月の乳幼児健康診査を下記により行います。受付時間は、いず

れも午後 1時から 2時までです。母子健康手帳をお持ちください。

乳幼児健康診査日程表
第10期

今月の納税は、国民健康保険税第10期分

です。

今月は年度末ですので今までに納め忘れ

の税金がある方は月末までに納入されます

ようご協力 ください。

〈担税標宮⑫4100内線241・有線②0691>

税金で平和なくらし

ぼくらのゆめ

(市内中学生納税標語入選作品)

国民健康保険税会 士最 健診 実施日 対 象 児

4か月児 4月16日 S 56. 12月1日-15日生れ

10か月児 4月21日 S56. 6月1日-15日生れ

上田市保健センター l歳6か月児 4月27日 S 55. 10月1日-15日生れ

3歳児
4月9日 S 54. 3月1日-15日生れ

4月30日 S 54. 3月16日-31日生れ

4.10か月児 4月14日
S 56. 12月1日-15日生れ

塩田母チ健康センター S56. 6月1日-15日生れ
(1与凶地区)

3歳児 4月23日 S54. 3月1日-31日生れ

S 56. 12月1日-15日生れ
4・10か月児

4月13日 S 56. 6月1日-15日生れ川西社会福祉センター 1歳6か月児
(川西地区) S55. 10月1日-15日生れ

3歳児 4月15日 S5375}411日3一J.J 31日当三tL



だ 昭和57年 3月16日一一一-(12)ー

忘れずに受けよう

犬の登録と予防注射

えつ広報

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一第 859号

1日

犬
の
登
録
と
春
季
予
防
注
射
を
下
記

の
日
程
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
通
知

書
(
ハ
ガ
キ
)
を
持
参
の
う
え
、
最
寄

り
の
会
場

へ
飼
い
犬
を
お
連
れ
く
だ
さ

い
。
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

注
射
料
:
・
一
頭
に
つ
き
千
四
百
円

登
録
料
:
・
一
頭
に
つ
き
二
千
円

。

こ
の
期
間
中
に
受
け
ら
れ
な
い
場
合

に
は
、
五
月
一
日
出
か
ら
同
月
十
二
日

制
ま
で
の
間
に
個
別
訪
問
し
て
注
射
を

行
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
訪
問
料
と
し

て

一
頭
に
つ
き
千
五
百
円
が
加
算
さ
れ

ま
す
。
犬
が
死
亡
、
不
明
ま
た
は
移
動
し
て

い
る
場
合
は
、
生
活
環
境
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
緑
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
、
教
養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

犬の登録と春季予防注射日程表

月日 地区 時 間 場 所 月日 地 区 日寺 問 ま暴 pfr 

東部地区
9 : 00 - 9 : 40 踏入公会堂

東部地区
9 : 00 - 9 : 20 常田会館

4月5日 10 : 00 - 10: 30 常田会館
4月13日

9 : 40 - 10: 10 南天神町公会堂

(月) 9 : 00 - 9 : 30 明照会
南部

10 : 20 - 10: 50 市役所(別練車庫円tr)
北部地区 (火)

9 : 40 - 10: 30 新田区民会館
北部地区

9 : 00 - 9 : 30 上川原柳町公会堂

西部地区
9 : 00 - 9 : 30 西脇会館 9 : 40 - 10: 20 新田区民会館

4月6日 9 : 50 - 10: 30 新屋会館 9 : 00 - 9 : 30 川辺町 会館

(刈
域川辺下地区

9 : 00 - 9 : 40 川辺町同和 集会場 川辺地区 9 : 40 - 10: 00 御所公会堂

10 : 00 - 10: 40 諏訪形公会堂 4月14日
城下

10 : 10 - 10: 40 一好 町 公会堂

9 : 00 - 9 : 30 下塩尻公会堂 体)
北部地区

9 : 00 - 9 : 20 上紺屋町公会堂

4月7日 塩尻地区 9 : 50 - 10: 20 
上塩尻公会堂 9 : 30 - 9 : 50 新星会館

10 : 40 - 11 : 00 秋和公会堂
西部

10 : 00 - 10: 30 常磐町会館
(樹
域川下辺地区

9 : 00 - 9 : 40 川辺町 会館 9 : 00 - 9 : 30 神畑公会堂

10 : 00 - 10: 40 中之条公会堂 4月15日
}II ill・n地区

9 : 50 - 10: 00 上半過公会堂

豊神T殿イ地区
9 : 00 - 9 : 30 豊殿支所

泉田
10 : 10 - 10: 50 下之条公会堂

4月8日 9 : 50 - 10: 40 上野が丘公民館
(柑 9 : 00 - 9 : 40 消防東北分署

肘
泉川西田地区

9 : 10 - 9 : 40 小泉区民会館
神科地区

9 : 50 - 10: 40 金井公会堂

10 : 00 - 10: 40 泉回公民館 9 : 10 - 9 : 40 殿城郵便局前

塩団地区
9 : 10 - 9 : 40 東塩田老人集会場 豊殿地区 10 : 00 - 10: 20 農村環境改善センター

4月9日 10 : 00 - 10: 40 市塩田支所 4月16日 10 : 30 - 11 : 00 町 吉 田公 会堂

幽
神川地区

9 : 00 - 9 : 40 旧道神川橋 幽
神川地区

9 : 00 - 9 : 20 |日道神川橋

10 : 00 - 10: 40 大屋公会堂 9 : 30 - 10: 00 下青木公会堂

9 : 10 - 9 : 40 西塩田事業所
神科

10 : 10 - 10: 30 岩門公会堂
塩田地区

10 : 00 - 10: 30 相染問 9 : 10 - 9 : 40 中組公会堂
4月12日

9 : 00 - 9 : 20 農協泉田支所
塩田地区

10 : 00 - 10: 40 下之郷公会堂
(月) 川西地区 9 : 30 - 9 : 50 {古田公民館

4月19日
東部 9 : 00 - 9 : 20 合同庁舎裏庭

10 : 00 - 10・30 市川西支所
開) 神科地区 9 : 30 - 9 : 50 染屋公会堂

神川 10 : 10 - 10: 40 国分寺{王門前

9 : 10 - 9 : 40 舞回公会堂

1孟田I也区 9 : 50 - 10: 10 保野公会堂

4月20日 10 : 20 - 10: 50 市塩田支所

4・ーーー申骨ーー・------ーーー・ーーーー-----ーー・--------------ーーーーー-ーEーTー守ー〒ーーー・ (刈 9 : 10 - 9 : 30 上室貨基幹セフター

犬の登録と春季予防注射に関するお問い合わせ ; 川西地区 9 : 40 - 10・10 下室賀生活センター

10 : 25 - 10: 40 市川西支所

は、生活環境課指導係へ ; 9 : 10 - 9 : 25 相 染 閣

告⑫4100内線302・有線②0671 4月21日
塩団地区

9 : 40 - 9 : 50 野倉公会堂

附 10 : 05 - 10: 20 西塩田事業所

10 : 30 - 10: 50 西塩田会館

4月25日
全 市 9 : 00 - 11 : 00 合同庁舎裏庭

(日)

昭和57年度

(+ 24) 

(十 28)

(- 29) 

主

な

内

容

月
定
例
市
議
会
|
五
十
七
年
度
予
算
決
ま
る

i
四
ペ
ー
ジ
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